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地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・
伊
藤

忠
商
事
会
長
）
は
４
月
２４
日
と
２６

日
、
相
次
い
で
第
３
回
と
第
４
回

の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
３
回
委
員
会

こ
れ
ま
で
の
改
革
の
取
組
み
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
地
方
分
権

推
進
委
員
会
（
平
成
７
年
７
月
３

日
〜
１３
年
７
月
２
日
）
で
委
員
を

務
め
た
西
尾
勝
氏
、
地
方
分
権
改

革
推
進
会
議
（
１３
年
７
月
３
日
〜

１６
年
７
月
２
日
）
で
議
長
代
理
を

務
め
た
水
口
弘
一
氏
を
招
き
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

西
尾
氏
は
、
「
改
革
推
進
に
は

政
治
主
導
と
組
み
合
わ
せ
た
仕
組

み
が
不
可
欠
」
と
し
、
関
係
閣
僚

会
議
設
置
の
必
要
性
を
説
い
た
。

水
口
氏
は
、
「
税
源
移
譲
の
明

確
化
」
を
め
ぐ
り
委
員
間
で
意
見

が
対
立
し
た
結
果
、
分
権
会
議
が

解
散
し
た
自
身
の
経
験
に
触
れ
、

「
安
倍
首
相
の
下
、
円
滑
に
会
議

が
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

第
４
回
委
員
会

第
２
回
委
員
会
に
引
き

続
き
、
３
人
の
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
地
方
分
権
改
革
に

対
す
る
意
見
を
述
べ
た
。

最
初
に
東
京
大
学
教
授

の
小
早
川
光
郎
委
員
が
、

「
改
革
の
当
面
の
課
題
を

適
切
に
絞
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
し
た
う
え

で
、
国
が
地
方
に
対
し
指

令
的
役
割
を
果
た
す
「
垂

直
的
な
役
割
分
担
」
の
見

直
し
を
提
案
し
た
。

次
に
一
橋
大
学
教
授
の

井
伊
雅
子
委
員
が
国

庫
支
出
金
の
廃
止
に

言
及
。「
費
用
の
一

部
し
か
負
担
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
央
省
庁
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
権
限
を
掌
握
し
て
い
る
現
行
制

度
を
改
め
る
べ
き
」と
主
張
し
た
。

最
後
に
神
奈
川
県
開
成
町
長
の

露
木
順
一
委
員
が
、
市
町
村
の
抱

え
る
具
体
的
な
問
題
と
し
て
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
呪
縛
」
を
例
示
。

わ
ず
か
な
制
度
改
正
で
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
変
更
を
強
い

ら
れ
る
た
め
、「
多
額
の
改
修
費
用

を
強
い
ら
れ
る
現
状
の
改
善
が
喫

緊
の
課
題
」と
指
摘
し
た
。

今
回
で
委
員
長
を
除
く
６
委
員

全
て
の
意
見
が
出
揃
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
次
回
の
委
員
会
か
ら
は
５

月
末
の
「
基
本
的
考
え
方
」
の
取

り
ま
と
め
に
向
け
、
本
格
的
な
議

論
が
進
め
ら
れ
る
。
第
５
回
委
員

会
は
５
月
１５
日
に
開
催
の
予
定
。

本会など地方六団体で構成する地方自治確立対策協議会と地

方分権推進連盟は、来る６月５日「地方分権改革推進」全国大

会を下記のとおり開催いたします。

今大会は、地方自治の確立と地方交付税の充実強化に向け、

地方自治体が一致団結し、各方面に強く訴えることを目的とし

ています。大会終了後には、政府・国会などに対する実行運動

を予定しています。

記

◆日 時：平成１９年６月５日（火）１２：００～１３：３０

◆場 所：憲政記念館講堂（東京都千代田区永田町１－１－１）

◆出席者：地方公共団体関係者 約５００人

（都道府県知事、都道府県議会議長、市町村長、市

町村議会議長 ほか）

◆申込み：送付済の出欠報告書にて

（４月２７日付け、本会の副会長、部会長、理事市の

議長宛て送付）

◆問合せ：全国市議会議長会 担当：政務第一部

TEL ０３－３２６２－５２３５ FAX ０３－３２６３－５７５１

内
閣
府
は
４
月
２９
日
、
平
成
１９

年
春
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し

た
。
叙
勲
は
国
家
ま
た
は
公
共
の

た
め
に
功
労
の
あ
る
人
を
対
象
に

贈
ら
れ
る
。

地
方
自
治
分
野
な
ど
で
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る

「
旭
日
章
」
を
今
回
受
章
し
た
現

職
の
市
議
は
１
人
。
大
阪
市
議
会

議
員
の
森
野
光
晴
氏
（
８０
歳
）
が

「
旭
日
中
綬
章
」
を
受
章
し
た
。

第1651・52号５月１５日平成19年
（2007年）

５月１５日現在の市数
８０５市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

６６
委委
員員
のの
意意
見見
出出
揃揃
うう

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会「「地地方方分分権権改改革革推推進進」」全全国国大大会会

―地方自治の確立と地方交付税の充実強化―

６月５日、東京・憲政記念館で開催

春春
のの
叙叙
勲勲
受受
章章
者者
発発
表表

内閣府

現
職
市
議
は
１
人

第４回委員会のもよう（４月２６日）

大竹 邦実

（１） 平成１９年５月１５日 第１６５１・５２号
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周
南
市（
山
口
県
）

◆
市
民
と
委
員
会
懇
談
会

喜
多
方
市（
福
島
県
）

◆
太
極
拳
で
介
護
予
防

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
「
平
成
１９
年
度
版

全
国
都
市
の
特
色
あ
る
施
策
集

〜
く
ら
し

ふ

れ
あ
い

ま
ち
づ
く
り
〜
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。
全
１５
章
か
ら
な
り
、
４
８
９
市
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
都
市
の

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
１
４
７
６
件
の
事
例
を
収
録
し
ま
し
た
。
本
紙
で
は
今
号
か
ら

第
１
章「
市
議
会
」を
は
じ
め
と
し
て
、
各
章
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
順
次
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
施
策
集
は
４
月
２５
日
付
け
で
全
国
の
市
議
会
事
務
局
宛
て
に
１
部
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

第第
１１
章章

市市
議議
会会

周
南
市
議
会
で
は
、
議
長
選
挙

に
立
候
補
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
議
長
候
補
者
は
全
員
協
議
会

で
所
信
表
明
を
行
い
、
議
員
か
ら

質
疑
を
受
け
た
の
ち
、
本
会

議
で
実
施
さ
れ
る
選
挙
を
経

て
議
長
に
就
任
し
ま
す
。

こ
の
所
信
表
明
に
端
を
発

し
生
ま
れ
た
の
が
委
員
会
懇

談
会
、「
ミ
ニ
コ
ン
」
で
す
。

ミ
ニ
コ
ン
と
は
、
小
規
模
な

「
ミ
ニ
」と
懇
談
会
の「
コ

ン
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

現
議
長
が
平
成
１７
年
７
月
に

行
っ
た
所
信
表
明
の
中
で
、

「
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
が
議
会
か
ら
発
信
で
き
る

よ
う
、
議
論
が
活
発
に
な
れ
ば
と

思
う
。
そ
の
た
め
、
市
民
団
体
等

と
の
対
話
を
積
極
的
に
推
進
し
た

い
」
と
提
案
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
始
ま
り
ま
し
た
。

現
状
で
も
、
地
方
議
会
が
住
民

の
意
見
を
聞
く
制
度
は
存
在
し
て

い
ま
す
。
公
聴
会
制
度
や
参
考
人

制
度
が
、こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
手
続

き
が
複
雑
な
ほ
か
、
公
聴
人
や
参

考
人
が
議
員
に
対
し
、
意
見
や
疑

義
を
述
べ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
活
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
議
会
と
住
民
の
も
っ

と
自
由
な
対
話
を
目
指
し
た
の
が

ミ
ニ
コ
ン
。
各
常
任
委
員
会
や
特

別
委
員
会
単
位
で
開
催
す
る
も
の

で
、
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
関
係

す
る
市
民
団
体
等
と
懇
談
す
る
周

南
市
議
会
独
自
の
制
度
で
す
。

ミ
ニ
コ
ン
は
、
開
催
に
つ
い
て

事
前
に
議
長
の
承
認
を
得
た
の

ち
、
各
委
員
長
が
座
長
と
な
り
進

行
し
ま
す
。
開
催
時
間
は
原
則
２

時
間
と
し
、
最
初
の
１
時
間
を
市

民
が
意
見
や
要
望
を
述
べ
る
時
間

に
割
り
当
て
、
残
り
の
１
時
間
で

意
見
交
換
を
実
施
。
２
時
間
の
懇

談
で
は
時
間
が
不
足
す
る
ほ
ど
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。周

南
市
議
会
で
は
今
後
も
ミ
ニ

コ
ン
を
通
じ
て
、
住
民
の
生
の
声

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

（
「
施
策
集
」
４
ペ
ー
ジ
掲
載
）

第第
２２
章章

福福
祉祉
・・
介介
護護
・・
医医
療療

「
蔵
と
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
」
で

知
ら
れ
る
福
島
県
喜
多
方
市
。
こ

の
ま
ち
で
最
近
、
中
国
武
術
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
太
極
拳
」
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
平
成
１４
年
に
同
市

で
開
催
し
た
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
の
祭
典
「
う
つ
く
し
ま
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
２
太
極
拳

交
流
大
会
」
で
し
た
。
こ
の
大
会

の
た
め
に
始
ま
っ
た
太
極
拳
の
普

及
事
業
で
す
が
、
大
会
終
了
後
も

太
極
拳
を
通
し
た
交
流
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
現
在
、
愛
好
者
は

１
０
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

太
極
拳
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
無

理
な
く
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
動
か
す
こ
と
か
ら
、
特
に

高
齢
者
に
は
適
し
た
ス
ポ
ー

ツ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
太
極
拳
の

持
つ
特
性
に
着
目
し
、
平
成

１５
年
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に

介
護
予
防
効
果
に
焦
点
を
当

て
た
太
極
拳
の
検
証
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
１７
年
度

か
ら
は
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
福
島
県
立
医
科
大
学
や

会
津
保
健
所
と
協
働
で
「
太

極
拳
を
取
り
入
れ
た
体
操
」
の
開

発
を
開
始
し
、
１７
年
８
月
に
「
試

作
版
」
を
作
成
し
た
後
、
効
果
の

検
証
と
改
良
を
繰
り
返
し
行
い
、

１９
年
３
月
に
は
体
操
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

立
っ
て
も
イ
ス
に
座
っ
て
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
の
体
操
は
、

高
齢
者
が
安
全
に
楽
し
く
継
続
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
よ

り
重
い
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

喜
多
方
市
で
は
今
後
も
よ
り
効

果
を
高
め
る
た
め
、
検
証
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
の

体
操
教
室
の
実
施
や
指
導
員
の
養

成
な
ど
普
及
活
動
に
取
り
組
み
、

全
国
に
「
太
極
拳
を
取
り
入
れ
た

体
操
」
を
発
信
す
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

（
「
施
策
集
」
７
ペ
ー
ジ
掲
載
）

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈１〉

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

「平成１９年度版全国都市の特色あ
る施策集」Ａ４判、定価６，５００円（税
込）。購入は（株）ぎょうせいへ
TEL０３‐５３４９‐６６６２

ミニコンの模様（写真提供：山口新聞社）

太極拳を取り入れた体操（写真提供：喜多方市）

第１６５１・５２号 平成１９年５月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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函
館
市
議
会
は
、
平
成
１８
年
２

月
に
「
議
会
改
革
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
「
議
会

本
来
の
機
能
や
役
割
を
い
か
に
発

揮
で
き
る
か
」
を
視
点
に
置
い
た

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
同
年

１０
月
ま
で
計
１４
回
の
検
討
を
行

い
、
１９
年
３
月
１９
日
に
は
「
議
会

改
革
報
告
書
〜
議
会
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
〜
」
を
と
り
ま
と

め
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

◇
検
討
の
視
点

議
会
は
執
行
機
関
と
共
に
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し

て
、
自
治
体
の
運
営
に
大
き
な
責

任
を
有
し
て
い
る
。
合
議
体
で
あ

る
議
会
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る

た
め
に
は
、
議
決
が
必
要
で
あ
る

が
、
議
決
に
至
る
議
論
の
過
程
で

諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
良

い
決
定
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
議
会
で
は
、

執
行
機
関
へ
の
質
問
・
質
疑
に
の

み
着
目
し
た
運
営
と
な
っ
て
お

り
、
合
議
体
と
し
て
の
機
能
発
揮

が
不
十
分
で
あ
る
。

近
年
、
執
行
機
関
は
、
住
民
参

加
、
事
業
評
価
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
お
り
、
議
会
も
合
議

体
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
検
討
結
果

▼
質
疑
と
一
般
質
問

議
案
審
議
の
一
環
で
あ
る
質
疑

と
執
行
機
関
の
所
信
を
た
だ
す
一

般
質
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一

括
し
て
行
っ
て
い
た
質
疑
と
一
般

質
問
を
議
事
日
程
上
で
明
確
に
区

分
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

義
を
徹
底
し
、
議
決
権
と
質
問
権

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
と
し

た
。

▼
執
行
機
関
の
出
席

正
副
議
長
選
挙
な
ど
の
際
、
執

行
機
関
に
よ
る
説
明
が
不
要
な
と

き
は
、
出
席
を
求
め
な
い
こ
と
と

し
た
。

▼
委
員
会
機
能
の
強
化

会
派
制
の
趣
旨
を
活
か
す
た
め

一
人
１
常
任
委
員
会
の
所
属
と
す

る
が
、
常
任
委
員
会
の
数
を
４
か

ら
３
へ
減
ら
す
こ
と
で
所
属
委
員

数
を
増
や
し
、
多
様
な
意
見
を
反

映
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

委
員
会
の
議
案
提
案
権
・
修
正
権

等
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
委

員
同
士
の
協
議
を
促
進
し
、
委
員

会
と
し
て
の
意
思
を
示
す
こ
と
と

し

た
。
さ

ら

に
、
非
公
開
と

し
て
い
た
意
見

調
整
を
公
開

し
、
協
議
過
程

の
透
明
化
を
図

っ
た
。

▼
閉
会
中
の
委

員
会議

案
の
事
前

説
明
を
受
け
る

委
員
会
は
、
二
元
代
表
制
の
趣
旨

に
反
す
る
た
め
開
催
し
な
い
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
執
行
機
関
か
ら

の
報
告
が
中
心
で
あ
っ
た
委
員
会

運
営
を
主
体
的
な
調
査
中
心
の
運

営
に
改
め
る
た
め
、
従
来
の
包
括

的
で
抽
象
的
な
閉
会
中
調
査
事
件

を
特
定
で
具
体
的
な
事
件
と
す
る

よ
う
に
見
直
し
た
。

▼
議
会
費

政
務
調
査
費
を
月
額
７
万
円
か

ら
５
万
円
に
削
減
。
ま
た
、
海
外

・
個
人
行
政
調
査
の
実
施
を
凍
結

し
た
。

▼
議
会
広
報

住
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に

広
報
紙
全
般
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
定
例
会
の
質
問
者
、
内
容
等

の
議
会
予
定
を
新
聞
で
事
前
広
報

す
る
と
と
も
に
、
全
体
経
費
の
節

減
を
行
っ
た
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

第１６回「都市問題」公開講座は、「崩壊する地域医療－命をどう
守るか」をテーマとして、下記の日程で開催します。
今日、地域格差の拡大や少子高齢化が、地域や診療科における医

師の偏在を生んでいます。過酷な勤務を伴う病院勤務医の減少によ
り、地域医療の中心である拠点病院では診療科が縮減され、村の診
療所では医師の確保すらままならない状況が生じています。
地域医療の崩壊をどのように食い止め、命をどう守るのか。市民

の目線で、考えたいと思います。
多数の方々のご参加をお待ちしております。

◎基調講演
北岡 有喜 氏（国立病院機構京都医療センター医療情報部長）

◎パネルディスカッション
パネリスト
色平 哲郎 氏（佐久総合病院内科・長野県南相木村診療所長）
小島 明日奈氏（毎日新聞社事業本部美術・文化担当部長、

前生活家庭担当部長）
佐藤 かづ代氏（お産と地域医療を考える会・岩手県花巻市）
森 民夫 氏（新潟県長岡市長）
司会 新藤 宗幸 氏（千葉大学教授）

記
◆日 時：平成１９年６月３０日（土） １３：３０～１６：３０
◆場 所：日本プレスセンター１０階ホール

（東京都千代田区内幸町２－２－１）
◆参 加 費：無料
◆申 込 み：東京市政調査会ホームページで

（http : //www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成１９年６月２２日（金）（満席となり次第、受付終了）
◆問 合 せ：（財）東京市政調査会 研究室ＴＥＬ０３（３５９１）１２６１

▼
事
務
局
長

▽
宮
古

杉
村

憲（
４
・
１
）

▽
大
崎

斎
藤

仁（
４
・
１
）

▽
北
秋
田

今
畠
健
一（
４
・
１
）

▽
勝
山

鳥
山
昌
久（
４
・
１
）

▽
飯
山

森

勝（
４
・
１
）

▽
新
座

黒
田

優（
４
・
１
）

▽
新
城

加
藤
久
夫（
４
・
１
）

▽
尼
崎

辻
本

守（
４
・
１
）

▽
相
生

河
合
優
介（
４
・
１
）

▽
豊
岡

神
尾
與
志
廣（
４
・
１
）

▽
三
木

井
上
達
夫（
４
・
１
）

▽
篠
山

村
山
紳
一（
４
・
１
）

▽
土
佐
清
水
吉
村
博
文（
４
・
１
）

▽
宮
若

松
元

満（
４
・
１
）

▽
朝
倉

稲
富
一
實（
４
・
１
）

▽
人
吉

永
田
正
二（
４
・
１
）

議 会
ニ ュ ー ス

（財）東京市政調査会

第第１１６６回回『『都都市市問問題題』』公公開開講講座座

崩壊する地域医療 －命をどう守るか

議

会

人

事

議
会
の
機
能
発
揮
へ

函
館
市
議
会（
北
海
道
）

五
稜
郭
か
ら
函
館
山
を
望
む（
航
空
写
真
）

（３） 平成１９年５月１５日 第１６５１・５２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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近
年
、
小
児
科
や
産
婦
人
科
な

ど
に
お
け
る
医
師
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
平
成
１６
年
か
ら
の
新
医
師

臨
床
研
修
制
度
実
施
に
伴
う
大
学

医
局
の
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
医

師
引
き
揚
げ
、
公
的
病
院
等
で
の

過
酷
な
勤
務
実
態
に
よ
る
医
師
の

離
職
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
複
合

的
に
作
用
し
て
い
る
。

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
に
は
、
必
要
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
利
用

で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
医

師
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
医
師
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
や
助
産
師
等
の
確
保
も
重

要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
医
師
不

足
の
解
消
な
ど
安
心
で
き
る
地
域

医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
▽
地

域
医
療
の
再
構
築
に
向
け
た
総
合

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
早
期
策
定
▽
救

急
医
療
体
制
、
周
産
期
医
療
体
制

の
整
備
・
維
持
の
た
め
の
支
援
策

拡
充
▽
看
護
師
や
助
産
師
の
確
保

対
策
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
へ
の
配
慮
」も
多
数

政
府
は
昨
年
１２
月
１２
日
、
日
豪

首
脳
会
議
を
開
催
。
物
品
の
関
税

撤
廃
な
ど
を
図
る
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
中
心
と
し
た
、
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
締
結

交
渉
に
１９
年
度
か
ら
入
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

交
渉
を
進
め
る
に
当
た
り
豪
州

政
府
は
、
貿
易
額
の
多
い
小
麦
、

砂
糖
、
乳
製
品
、
牛
肉
の
主
要
４

品
目
等
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物

の
関
税
撤
廃
を
強
く
主
張
す
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
豪
州
か
ら
の
輸
入
品

に
占
め
る
農
産
物
の
割
合
は
高

く
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
影
響
は
農
業
所
得
へ
の
依
存

度
の
高
い
「
担
い
手
」
を
直
撃
す

る
こ
と
と
な
る
。
政
府
の
試
算
で

は
、
主
要
４
品
目
だ
け
で
も
年
間

約
８
０
０
０
億
円
も
の
打
撃
を
受

け
、
関
連
産
業
へ
の
影
響
を
加
え

る
と
更
に
深
刻
な
事
態
に
及
ぶ
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
交
渉
を

進
め
る
に
当
た
り
、
協
定
内
容
か

ら
農
産
物
の
関
税
撤
廃
を
除
く
こ

と
な
ど
を
強
く
求
め
て
い
る
。

議会
「
地
域
医
療
体
制
の
確
保
」が
最
多

３３
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
３
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と（
上
）
で

は
、「
医
師
不
足
の
解
消
な
ど
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の
確
保
」
を
求
め
る
も
の
が
今
回
、
最
多
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
へ
の
配
慮
」
を
求
め
る
意
見
書
も
多
い
。

意見書・決議の議決状況（上） （１９．２．１～１９．４．３０）

決 議

【税・財政】 【 ９】 【 ０】
○地方交付税改革での「財政調整機能」と ２ ―
「財源保障機能」の堅持
○山小屋における軽油引取税の免税 ２ ―
○その他 ５ ―
【地方行政・議会・選挙】 【 ７９】 【 ８】
○公開制度の見直しなど戸籍法の早期改正 ６０ ―
○安心・安全の公共サービスの拡充 １３ ―
○地方分権改革の推進 ２ ―
○東洋町の高レベル放射性廃棄物最終処分 ― ２
立地の反対
○その他 ４ ６
【医療・保健衛生】 【 ３５０】 【 ４】
○医師不足の解消など安心できる地域医療 １２４ ２
体制の確保
○「がん対策推進基本計画」の早期決定 ８５ ―
○リハビリテーションの診療報酬制度に関 ３２ ―
する調査と改善
○療養病床の廃止等と患者負担増の中止 ２９ ―
○安全・安心の医療と看護の実現 １３ ―
○国民健康保険に係る国庫負担金の減額算 １１ １
定措置の廃止
○肝炎問題の早期全面解決 １０ ―
○脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進 ７ ―
○乳幼児医療費無料制度の創設など ７ ―
○後期高齢者医療制度の充実 ７ １
○地域病院の存続・機能充実 ６ ―
○特定健診・特定保健指導制度の充実 ６ ―
○難病医療費の公費負担適用範囲の堅持 ４ ―
○その他 ９ ―
【教育・文化】 【 １９】 【 ３】
○国の保育所最低基準の堅持・拡充 ４ ―
○県立高等学校の学区制問題の慎重審議 ３ ―
○教育委員会への国の関与強化の反対 ２ ―
○高校教育改革第２次計画策定における地 ２ ―
元自治体・住民の意見尊重
○その他 ８ ３
【農林・水産】 【 １３８】 【 １】
○日豪ＥＰＡ・ＦＴＡ交渉への配慮 １０９ ―
○森林・林業・木材関連産業政策と国有林 １１ １
野事業の健全化
○畜産政策の充実など ５ ―
○違法伐採問題への取り組み強化 ５ ―
○その他 ８ ―
【公害・環境保全】 【 ４６】 【 ３】
○トンネルじん肺根絶の抜本的な対策 ２１ ―
○全国森林環境税の創設 １０ ―
○地球温暖化防止対策の強化 ４ ―
○漂流・漂着物に対する総合対策の確立 ２ １
○その他 ９ ２
【合 計】 【 ６４１】 【 １９】
【総合計】 【 ８８７】 【 ７６】

意見書件 名

第１６５１・５２号 平成１９年５月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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